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このマニュアルに記載されている仕様および製品に関する情報は、予告なしに変更される こ とがあ り ます。このマニュアルに記載されて

いる表現、情報、および推奨事項は、すべて正確である と考えていますが、明示的であれ黙示的であれ、一切の保証の責任を負わないものと

します。このマニュアルに記載されている製品の使用は、すべてユーザ側の責任にな り ます。

対象製品のソフ ト ウェア  ラ イセンスおよび限定保証は、製品に添付された『Information Packet』に記載されています。添付されていない場

合には、代理店にご連絡ください。

FCC ク ラス  A 準拠装置に関する記述：この装置はテス ト済みであ り、FCC ルール Part 15 に規定された仕様のク ラス A デジタル装置の制

限に準拠している こ とが確認済みです。これらの制限は、商業環境で装置を使用した と きに、干渉を防止する適切な保護を規定していま

す。この装置は、無線周波エネルギーを生成、使用、または放射する可能性があ り、この装置のマニュアルに記載された指示に従って設置お

よび使用しなかった場合、ラジオおよびテレビの受信障害が起こ る こ とがあ り ます。住宅地でこの装置を使用する と、干渉を引き起こす可

能性があ り ます。その場合には、ユーザ側の負担で干渉防止措置を講じる必要があ り ます。

FCC ク ラス  B 準拠装置に関する記述：この装置はテス ト済みであ り、FCC ルール Part 15 に規定された仕様のク ラス B デジタル装置の制

限に準拠している こ とが確認済みです。これらの制限は、住宅地で使用したと きに、干渉を防止する適切な保護を規定しています。本機器

は、無線周波数エネルギーを生成、使用、または放射する可能性があ り、指示に従って設置および使用しなかった場合、無線通信障害を引き

起こす場合があ り ます。ただし、特定の設置条件において干渉が起きないこ と を保証する ものではあ り ません。装置がラジオまたはテレビ

受信に干渉する場合には、次の方法で干渉が起きないよ う にして ください。干渉しているかど う かは、装置の電源のオン /オフによって判

断できます。

• 受信アンテナの向きを変えるか、場所を移動します。

• 機器と受信機との距離を離します。

• 受信機と別の回路にあるコンセン ト に機器を接続します。

• 販売業者またはラジオやテレビに詳しい技術者に連絡します。

シスコでは、この製品の変更または改造を認めていません。変更または改造した場合には、FCC 認定が無効にな り、さ らに製品を操作する

権限を失う こ とにな り ます。

The Cisco implementation of TCP header compression is an adaptation of a program developed by the University of California, Berkeley (UCB) as
part of UCB’s public domain version of the UNIX operating system. All rights reserved. Copyright © 1981, Regents of the University of California. 

こ こに記載されている他のいかなる保証にも よ らず、各社のすべてのマニュアルおよびソフ ト ウェアは、障害も含めて「現状のまま」と して

提供されます。シスコおよびこれら各社は、商品性の保証、特定目的への準拠の保証、および権利を侵害しないこ とに関する保証、あるいは

取引過程、使用、取引慣行によって発生する保証をはじめとする、明示されたまたは黙示された一切の保証の責任を負わないものと します。

いかなる場合においても、シス コおよびその供給者は、このマニュアルの使用または使用できないこ とによって発生する利益の損失や

データの損傷をはじめとする、間接的、派生的、偶発的、あるいは特殊な損害について、あらゆる可能性がシスコまたはその供給者に知ら さ

れていても、それらに対する責任を一切負わないものと します。
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はじめに 

こ こでは、このマニュアルの目的、構成、および関連製品やサービスに関する詳細の入手方法に
ついて説明します。こ こでは、次の項について説明します。

• 目的（vii ページ）

• マニュアルの変更履歴（vii ページ）

• マニュアルの構成（viii ページ）

• 関連資料（viii ページ）

• 表記法（x ページ）

• マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート （xi ページ）

目的
このマニュアルでは、Cisco ASR 1000 シ リーズ アグ リ ゲーシ ョ ン  サービス  ルータでサポート さ
れている、Cisco ASR 1000 シ リーズ モジュラ  インターフェイス  プロセッサ（MIP）およびこの
MIPでサポート されているイーサネッ ト  ポート  アダプタ（EPA）について説明します。また、MIP 
と  EPA の取り付け方法、および取り付けに関する ト ラブルシューテ ィ ングの方法についても説
明します。

マニュアルの変更履歴
マニュアルの変更履歴は、このマニュアルの変更内容を記録したものです。この表には、該当す
る  Cisco IOS XE ソフ ト ウェアの リ リース番号とマニュアルの リ ビジ ョ ン番号、変更日、および変
更点を示します。

リ リース番号 日付 変更点

Cisco IOS XE 16.2.1 2016 年 4 月 EPA-10X10GE のサポート を追加

Cisco IOS XE リ リース  
3.16.2S

2016 年 2 月 EPA-CPAK-2X40GE のサポート を追加 

Cisco IOS XE リ リース  
3.16.1S

2015 年 11 月 このマニュアルの最初のバージ ョ ンです。
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マニュアルの構成
このマニュアルの構成は、次のとおりです。

関連資料
こ こでは、Cisco ASR 1000 シ リーズ MIP を設定する際に役立つその他のマニュアルについて紹
介します。

Cisco IOS XE の機能とソフ トウェア設定

• Cisco ASR 1000 シ リーズ アグ リ ゲーシ ョ ン  サービス  ルータでサポート される機能とその設
定に関する情報は、次の Cisco IOS XE ソフ ト ウェア  コンフ ィギュレーシ ョ ン  ガイ ドで参照
できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps9587/products_installation_and_configuration_guides_list.html

• 特定の リ リースに含まれる新機能の概要は、次の URL を参照して ください。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps9587/products_feature_guides_list.html

• Cisco ASR 1000 シ リーズ アグ リ ゲーシ ョ ン  サービス  ルータのコマン ド  マニュアルは、次の 
URL から入手できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps9587/prod_command_reference_list.html

章 タイ トル 説明

第 1 章 Cisco ASR 1000 シ リーズ MIP と  
EPA の概要

Cisco ASR 1000 シ リーズ モジュ ラ  インターフェイス  プロセッサ
（MIP）と イーサネッ ト  ポート  アダプタ（EPA）の概要について説明
します。また、MIP の互換性のサマ リ 、カードの特性、および概要に
ついて説明します。

第 2 章 MIP または EPA の取り付けの
準備

MIP および EPA の取り付けに必要となる工具、機器、および安全に
関する注意事項を説明します。

第 3 章 MIP の取り付けと取り外し Cisco ASR 1000 シ リーズ アグ リ ゲーシ ョ ン  サービス  ルータでの 
MIP の取り付けと取り外しの手順について説明します。

第 4 章 EPA の取り付けと取り外し MIP での EPA の取り付けおよび取り外しの手順について説明します。

第 5 章 SFP+ モジュールおよび CPAK モ
ジュールの取り付けと取り外し

EPA への Small Form-Factor Pluggable（SFP+）モジュールおよび CPAK 
モジュールの取り付けと取り外しの手順について説明します。

第 6 章 ト ラブルシューテ ィ ング MIP の取り付けの ト ラブルシューティ ングについて説明します。ま
た debug コマン ド と梱包手順についても説明します。
viii
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Cisco ASR 1000 シリーズ アグリゲーシ ョ ン  サービス ルータのマニュ
アル

Cisco ASR 1000 シ リーズ アグ リ ゲーシ ョ ン  サービス  ルータに関するその他の資料の中には、
Cisco ASR 1000 シ リーズ アグ リ ゲーシ ョ ン  サービス  ルータの設定に役立つものがあ り ます。

• 『Cisco ASR 1000 Series Aggregation Services Routers Hardware Installation Guide』
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/asr1000/install/guide/asr1routers/asr1higV8.html

• 『Cisco ASR 1000 Series Modular Ethernet Line Card Software Configuration Guide』
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/interfaces_modules/shared_port_adapters/configuration/AS
R1000/modular_ethernet_linecard/ASRmelcconf_guide.html

• コマン ド  リ フ ァレンス  ガイ ド：

– 次の URL の  『Cisco IOS Quality of Service Solutions Command Reference guide』：
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios/qos/command/reference/qos_book.html

• 『Regulatory Compliance and Safety Information for the Cisco ASR 1000 Series Aggregation 
Services Routers』
http://http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/asr1000/rcsi/asr1rcsi.html

• 『Cisco ASR 1000 Series Aggregation Services Routers Software Configuration Guide』
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/asr1000/configuration/guide/chassis/asrswcfg.html

• 『Cisco ASR 1000 Series Aggregation Services Routers MIB Specifications Guide』
http://http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/asr1000/mib/guide/asr1kmib.html

• Cisco ASR 1000 シ リーズ アグ リ ゲーシ ョ ン  サービス  ルータの リ リース  ノー ト
http://http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/asr1000/release/notes/asr1k_rn_rel_notes.html

Cisco ASR 1000 シ リーズ アグ リ ゲーシ ョ ン  サービス  ルータに関連した公開資料は他にもあ り
ます。関連資料の参照先を示す全リ ス ト については、次の URL にある『Cisco ASR 1000 Series 
Aggregation Services Router Documentation Roadmap』を参照して ください。
http://www.cisco.com/en/US/products/ps9343/products_documentation_roadmaps_list.html

ルータおよびこれらで実行される  Cisco IOS ソフ ト ウェアには、豊富な機能が組み込まれていま
す。次の URL でシスコ製品のマニュアルを参照して ください。

http://www.cisco.com/cisco/web/psa/default.html?mode=prod
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表記法
このガイ ドで、ルータ とい う用語は、さまざまなシスコ製品（ルータ、アクセス  サーバ、スイ ッチ
など）を指す一般的な表現です。例では、Cisco IOS ソフ ト ウェアをサポー トするルータ、アクセ
ス  サーバ、およびその他のネッ ト ワーキング  デバイスが、ルータの代わりに使用されています。
これらの製品は、単に説明をわかりやすくするために使用されています。例の中で特定の製品が
使用されていても、他の製品はサポート されないとい う意味ではあ り ません。

このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

コマン ド構文の説明には、次の表記法を使用しています。

省略可能または必須の要素内に、さ らに省略可能または必須の選択肢を含める場合は、角カッ コ
や波カッ コを入れ子にして示しています。次に例を示します。

表記法 説明

^ または Ctrl ^ および Ctrl シンボルは、Ctrl キーを表します。たとえば、̂ D または 
Ctrl-D とい う キーの組み合わせは、Control キーを押しながら  D キーを押
すこ とを意味します。キーは大文字で表記されますが、大文字と小文字の
区別はあ り ません。

string ス ト リ ングは、イ タ リ ッ クで示される引用符を付けない一組の文字です。
たとえば、簡易ネッ ト ワーク管理プロ ト コル（SNMP）の community ス ト リ
ングを  public に設定する と きには、ス ト リ ングの前後に引用符を使用しな
いでください。使用した場合、ス ト リ ングに引用符が含まれる こ とにな り
ます。

表記法 説明

bold ユーザが入力するコマン ドおよびキーワードを示します。

イ タ リ ッ ク体 イ タ リ ッ ク体の文字は、ユーザが値を指定する引数です。

[x] 省略可能な要素（キーワードまたは引数）は、角カッコで囲んで示しています。

| 縦棒で区切られている場合、複数の任意または必須のキーワード または引
数から、1 つを選択します。

[x | y] 角カッ コで囲まれ、縦棒で区切られたキーワード または引数は、任意の選
択肢です。

{x | y} 波カッ コで囲まれ、縦棒で区切られたキーワード または引数は、必須の選
択肢です。

表記法 説明

[x {y | z}] 角カッ コ内の波カッ コおよび縦棒は、任意の要素内の必須の選択肢です。
x
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例では、次の表記法を使用しています。

読者の注意を促す場合は、次の表記法が使用されています。

注意 「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されてい
ます。

（注） 「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。

ヒン ト 「問題解決に役立つ情報」です。ヒ ン ト には、ト ラブルシューテ ィ ングや操作方法ではな く、ワン
ポイン ト アドバイス と同様に知っておく と役立つ情報が記述される場合もあ り ます。

マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート
マニュアルの入手方法、テクニカル サポート 、その他の有用な情報について、次の URL で、毎月
更新される『What’s New in Cisco Product Documentation』を参照して ください。シスコの新規およ
び改訂版の技術マニュアルの一覧も示されています。
http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

「What’s New in Cisco Product Documentation」に配信登録する と、新しい（または改訂された）シスコ
技術情報のリ ス トが RSS フ ィード と して提供され、リーダー アプ リ ケーシ ョ ンを使ってコンテン
ツがデスク ト ップに直接配信されるよ うにするこ とができます。RSS フ ィードは無料のサービス
です。

表記法 説明

screen 画面に表示される情報の例は、Courier フォン ト で表します。

bold screen ユーザの入力が必要なテキス トの例は、太字の Courier フォン トで表します。

< > 山カッ コで囲まれたテキス トは、パスワードなど、画面に出力されないテ
キス ト を表します。

! 行の先頭にある感嘆符（!）は、コ メ ン ト行を表します（特定のプロセスで
は、Cisco IOS ソフ ト ウェアによ り感嘆符が表示される こ と もあ り ます）。

[ ] 角カッ コは、システム  プロンプ ト に対するデフォル ト の応答です。
xi
Cisco ASR 1000 MIP および EPA ハードウェア インス ト レーシ ョ ン  ガイド

 

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html


 

      
  
xii
Cisco ASR 1000 MIP および EPA ハードウェア インス ト レーシ ョ ン  ガイ ド

 



 

Cisco ASR 1000 MIP および

 

C H A P T E R 1

Cisco ASR 1000 シリーズ MIP と  EPA の概要

この章では、Cisco ASR 1000 シ リーズ ルータでの Cisco ASR 1000 シ リーズ モジュラ  インターフェ
イス  プロセッサ（ASR1000-MIP10）、1 ポート  100 ギガビッ ト  イーサネッ ト  EPA（EPA-1X100GE）、
10 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  EPA（EPA-10X10GE）、18 ポート  1 ギガビッ ト  イーサネッ ト  
EPA（EPA-18X1GE）、および 2 ポート  40 ギガビッ ト  イーサネッ ト  EPA（EPA-CPAK-2X40GE）の概要
を説明します。

この章は、次の項で構成されています。

• MIP と  EPA の概要（1-1 ページ）

• MIP と  EPA のハード ウェアおよびソフ ト ウェアの互換性マ ト リ ッ ク ス（1-4 ページ）

• 光モジュールの互換性（1-5 ページ）

• Cisco ASR 1000 シ リーズ MIP のハード ウェアの種類の表示（1-6 ページ）

• 電源管理（1-8 ページ）

• LED の詳細（1-8 ページ）

MIP と  EPA の概要
Cisco ASR 1000 シ リーズ モジュラ  インターフェイス  プロセッサ（MIP）およびイーサネッ ト  
ポート  アダプタ（EPA）は、シスコ製 ルータ  間のネッ ト ワーク接続に関してモジュール性、柔軟
性、密度を向上させる、キャ リ ア  カードおよびポート  アダプタ  アーキテクチャを使用していま
す。こ こでは、MIP および EPA について説明し、使用する際の注意事項を示します。

モジュラ  インターフェイス プロセッサ

ASR1000-MIP100 は、バッ クプレーンへの 100 Gbps 接続が可能な、ASR 1000 プラ ッ ト フォーム用
のモジュラ  インターフェイス  プロセッサです。ただし、インターフェイス帯域幅は最大 200 Gbps 
を実現できます。ASR1000-MIP100 は、高速 I/O、高密度、およびインターフェイスの柔軟性を  
ASR1000 に提供します。

ASR1000-MIP100 では、モジュ ラ  ポート  インターフェイス設計を使用して  100 Gbps の全二重ト
ラフ ィ ッ ク転送が可能です。ASR1000-MIP100 アーキテクチャは、最大 2 個の EPA を装着できる
単一のホス ト  キャ リ ア  カードで構成されています。
1-1
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第 1 章      Cisco ASR 1000 シリーズ MIP と  EPA の概要

  MIP と  EPA の概要
図 1-1 EPA を取り付けた ASR1000-MIP100

次に、MIP の一般的な特性をいくつか説明します。

• MIP は、ラ インカードのよ うにルータ  スロ ッ ト に装着するキャ リ ア カードです。このカード
自体にネッ ト ワーク接続機能はあ り ません。

• MIP には 2 個のサブ スロ ッ ト があ り、最大 2 個の EPA を装着するために使用されます。EPA 
にはネッ ト ワーク接続用のインターフェイス  ポート があ り ます。

• 通常動作時は、すべてのサブスロ ッ ト に EPA を装着するか、またはすべての空のサブスロ ッ
ト にブランク  フ ィ ラー プレート （EPA-BLANK=）を挿入した状態で、MIP をルータに搭載す
る必要があ り ます。

• MIP は、サブスロ ッ ト に EPA を装着した状態で、活性挿抜（OIR）を実行できます。EPA も活性
挿抜をサポートするので、MIP とは無関係に着脱可能です。

（注） 冷却システムを最大限に活用するため、機能する  EPA またはブランク  フ ィ ラー プレート ですべ
てのスロ ッ ト とサブ スロ ッ ト を埋めるよ うにします。

イーサネッ ト  ポート  アダプタ

EPA は光または電気のネッ ト ワーク  インターフェイスを提供する回路を内蔵した小型のプラグ
イン  モジュールです。EPA と  MIP のキャ リ ア  カード間のパケッ ト  データは 100 Gbps 全二重帯
域幅をサポート できます。データ  パスは、さ まざまな定義済みデータ  レー トおよびプロ ト コル
での動作をサポート します。

図 1-2 1 ポート  100 ギガビッ ト  イーサネッ ト  EPA（EPA-1X100GE） 

1 サブスロ ッ ト  0 に EPA を取り付
けた MIP

2 サブスロ ッ ト  1 に EPA を取り付
けた MIP
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第 1 章      Cisco ASR 1000 シリーズ MIP と  EPA の概要

  MIP と  EPA の概要
図 1-3 CPAK およびブレークアウト  ケーブル付き 2 ポート  40 ギガビッ ト  イーサネッ ト  EPA

（EPA-CPAK-2X40GE） 

図 1-4 10 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  EPA（EPA-10X10GE） 

図 1-5 18 ポート  1 ギガビッ ト  イーサネッ ト  EPA（EPA-18X1GE） 

次に、EPA の一般的な特性の一部を示します。

• EPA は、互換性のある  MIP キャ リ ア  カードのサブスロ ッ ト に装着するモジュール形式の
ポート  アダプタです。ネッ ト ワーク接続を提供する と と もにインターフェイスのポート密
度が向上します。

• EPA は、EPA サブ スロ ッ ト によって  MIP-EPA ベイの 1 つに挿入します（図 1-1 を参照）。

• EPA にはそれぞれ、1 つまたは複数のネッ ト ワーク とのインターフェイス となるコネク タま
たはポート が一定数装備されています。これらのインターフェイスは、Cisco IOS コマン ド ラ
イン  インターフェイス（CLI）を使用して個別に設定できます。

• 通常動作時は、MIP の各サブスロ ッ ト にブランク  フ ィ ラー プレート または機能する  EPA を
装着して、冷気の流れを維持する必要があ り ます。

• EPA は活性挿抜（OIR）をサポー ト しています。MIP とは独立に装着または取り外しできま
す。MIP もサブスロ ッ ト に EPA を挿入した状態での OIR（活性挿抜） をサポート しています。
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第 1 章      Cisco ASR 1000 シリーズ MIP と  EPA の概要

  MIP と  EPA のハードウェアおよびソフ トウェアの互換性マト リ ッ クス
MIP と  EPA のハードウェアおよびソフ トウェアの互換性
マト リ ックス

表 1-1 に Cisco ASR 1000 シ リーズ ルータでの MIP と  EPA のハード ウェア互換性マ ト リ ッ ク ス
を示します。表 1-2 に Cisco ASR 1000 シ リーズ ルータでの MIP と  EPA のソフ ト ウェア互換性マ
ト リ ッ ク スを示します。

表 1-1 ハードウェア互換性マト リ ックス

シャーシの PID

モジュラ  イン
ターフ ェ イス  プ
ロセッサ

ハードウェア コン
ポーネン ト ASR 1006-X ASR 1009-X ASR 1013 ASR 1002-HX ASR1000-MIP100

ESP-100 はい はい はい — —

ESP-200 いいえ はい はい — —

ASR1000-RP2 はい はい はい — —

ASR1000-MIP100 はい はい はい1、2

1. MIP は ASR 1013 のスロ ッ ト  2 と スロ ッ ト  3 で 100 Gbpsで動作します。

2. MIP は ASR 1013 のスロ ッ ト  0、1、4、または 5 で 40 Gbpsで動作します。

— —

EPA-1X100GE はい はい はい — はい

EPA-CPAK-2X40GE はい はい はい — はい

EPA-10X10GE はい はい はい はい はい

EPA-18X1GE はい はい はい はい はい

表 1-2 ソフ トウェア互換性マト リ ックス

PID 最小 Cisco IOS XE 最小 ROMmon

ASR1000-MIP100
EPA-1X100GE

Cisco IOS XE 3.16.1S 15.5(3r)S1

EPA-CPAK-2X40GE Cisco IOS XE 3.16.2S1

1. EPA-CPAK-2x40GE は IOS XE 3.16.2S 以降の 3.16.x リ リースでサポート されます。IOS XE 3.17.x リ
リースではサポート されていません。

EPA-18X1GE Cisco IOS XE Denali 16.2.1 16.2(1r)

EPA-10X10GE Cisco IOS XE Denali 16.3.1 16.2(1r)
1-4
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第 1 章      Cisco ASR 1000 シリーズ MIP と  EPA の概要

  光モジュールの互換性
光モジュールの互換性
EPA-1X100GE では CPAK モジュールを使用してネッ ト ワーク接続を提供します。
EPA-CPAK-2X40GE では CPAK モジュールと  2x40 GE ブレークアウ ト  ケーブルを使用して
ネッ ト ワーク接続を提供します。EPA-10X10GE は Small Form-Factor Pluggable（SFP+）光 ト ラン
シーバを使用してネッ ト ワーク接続を提供します。EPA-18X1GE では SFP 光 ト ランシーバを使
用してネッ ト ワーク接続を提供します。

シスコでは、表 1-3 に示す、EPA で使用できる  SFP、SFP+ モジュールおよび CPAK モジュールを
認定しています。

表 1-3 光モジュールの互換性

EPA 認定された光モジュール（Cisco Part Number）
EPA-1X100GE • CPAK-100G-SR10

• CPAK-100G-LR4

EPA-CPAK-2X40GE1、2

1. EPA-CPAK-2x40GE には CPAK-100G-SR10 およびブレークアウ ト  ケーブルが必要です。予備のブレークアウ ト  
ケーブルは部品番号 CAB-MPO24-2XMPO12= を使用して発注できます。

2. EPA-CPAK-2x40GE（CPAK-100G-SR10 およびブレークアウ ト  ケーブルが付属）では、ピア  デバイス上の 
QSFP-40G-SR4 ト ランシーバをサポー ト します。

• CPAK-100G-SR10

• CAB-MPO24-2XMPO12（ブレークアウ ト  ケーブル）

EPA-10X10GE • SFP-10G-SR

• SFP-10G-SR-X

• SFP-10G-LR

• SFP-10G-LRM

• SFP-10G-LR-X

• SFP-10G-ER

EPA-18X1GE • GLC-GE-100FX

• GLC-SX-MMD

• GLC-LH-SMD

• SFP-GE-T

• GLC-BX-U

• GLC-BX-D

• GLC-TE

• GLC-SX-MM

• GLC-LH-SM

• GLC-EX-SMD

• GLC-ZX-SMD

• DWDM-SFP

• CWDM-SFP
1-5
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第 1 章      Cisco ASR 1000 シリーズ MIP と  EPA の概要

  Cisco ASR 1000 シリーズ MIP のハードウェアの種類の表示
Cisco ASR 1000 シリーズ MIP のハードウェアの種類の表示
Cisco ASR 1000 シ リーズ ルータに取り付けられた Cisco ASR 1000 シ リーズ MIP のハード ウェ
アの種類を確認するには、show platform コマン ドを使用します。

次に Cisco ASR 1009-X ルータに取り付けられている  MIP の show platform コマン ドの出力例を
示します。

Router# show platform
Chassis type: ASR1009-X           

Slot      Type                State                 Insert time (ago) 
--------- ------------------- --------------------- ----------------- 
0         ASR1000-MIP100      ok                    3:10:14      
1         ASR1000-MIP100      ok                    3:10:14      
1/0      EPA-10X10GE         ok                    0:01:32      
1/1      EPA-1X100GE         ok                    0:01:24      

2         ASR1000-MIP100      ok                    9:34:16
 2/0      EPA-1X100GE         ok                    9:00:29
 2/1      EPA-CPAK-2X40GE     ok                    09:00:23

表 1-4 に Cisco ASR 1000 シ リーズ ルータでサポー ト されている  Cisco ASR 1000 シ リーズ MIP 
の show interfaces コマン ドの出力に表示されるハード ウェアの記述を示します。

次に、スロ ッ ト  1 に MIP を取り付け、サブスロ ッ ト  0 に EPA-10X10GE を取り付けた Cisco ASR 
1000 シ リーズ アグ リ ゲーシ ョ ン  サービス  ルータでの show interfaces tengigabitethernet コマン
ドの出力例を示します。

Router# show interfaces tengigabitethernet 1/0/1
TenGigabitEthernet1/0/1 is up, line protocol is up 

Hardware is EPA-10X10GE, address is 74a0.2ff9.b781 (bia 74a0.2ff9.b781)
MTU 7500 bytes, BW 10000000 Kbit/sec, DLY 10 usec, 

reliability 255/255, txload 1/255, rxload 1/255
Encapsulation ARPA, loopback not set

...

...

次に、スロ ッ ト  1 に MIP を取り付け、サブスロ ッ ト  1 に EPA-1X100GE を取り付けた Cisco ASR 
1000 シ リーズ アグ リ ゲーシ ョ ン  サービス  ルータでの show interfaces HundredGigE コマン ドの
出力例を示します。

Router# show interfaces HundredGigE 1/1/0
HundredGigE1/1/0 is up, line protocol is up 

Hardware is EPA-1X100GE, address is 74a0.2ff9.b7a0 (bia 74a0.2ff9.b7a0)
MTU 7500 bytes, BW 100000000 Kbit/sec, DLY 10 usec, 

reliability 249/255, txload 1/255, rxload 1/255
Encapsulation ARPA, loopback not set

表 1-4 show interfaces コマンド出力に表示される MIP のハードウェアの記述

MIP と  EPA show interfaces コマンドの記述

ASR1000-MIP100 および EPA-1X100GE Hardware is EPA-1X100GE

ASR1000-MIP100 および EPA-CPAK-2x40GE Hardware is EPA-CPAK-2x40GE

ASR1000-MIP100 および EPA-10X10GE Hardware is EPA-10X10GE

ASR1000-MIP100 および EPA-18X1GE Hardware is EPA-18X1GE
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  Cisco ASR 1000 シリーズ MIP のハードウェアの種類の表示
次に、スロ ッ ト  2 に MIP を取り付け、サブスロ ッ ト  1 に EPA-CPAK-2x40GE を取り付けた Cisco 
ASR 1000 シ リーズ アグ リゲーシ ョ ン  サービス  ルータでの show interfaces FortyGigabitEthernet 
コマンドの出力例を示します。

Router# show interfaces FortyGigabitEthernet 2/1/0
FortyGigabitEthernet2/1/0 is administratively up, line protocol is up
  Hardware is EPA-CPAK-2X40GE, address is 6c41.6ada.a7a0 (bia 6c41.6ada.a7a0)
  MTU 1500 bytes, BW 40000000 Kbit/sec, DLY 10 usec,
     reliability 255/255, txload 1/255, rxload 1/255
  Encapsulation ARPA, loopback not set

次に、スロ ッ ト  0 に MIP を取り付け、サブスロ ッ ト  2 に EPA-10X10GE を取り付けた Cisco ASR 
1002-HX ルータでの show interfaces GigabitEthernet コマン ドの出力例を示します。

Router# show interfaces GigabitEthernet 0/2/0
GigabitEthernet0/2/0 is down, line protocol is down
  Hardware is EPA-18X1GE, address is 74a2.e624.e920 (bia 74a2.e624.e920)
  MTU 1500 bytes, BW 1000000 Kbit/sec, DLY 10 usec,
     reliability 255/255, txload 1/255, rxload 1/255
  Encapsulation ARPA, loopback not set
  Keepalive not supported
  Full Duplex, 1000Mbps, link type is auto, media type is unknown media type
  output flow-control is on, input flow-control is on
  ARP type: ARPA, ARP Timeout 04:00:00
  Last input never, output never, output hang never
  Last clearing of "show interface" counters never
  Input queue: 0/375/0/0 (size/max/drops/flushes); Total output drops: 0
  Queueing strategy: fifo
  Output queue: 0/40 (size/max)
  5 minute input rate 0 bits/sec, 0 packets/sec
  5 minute output rate 0 bits/sec, 0 packets/sec
     0 packets input, 0 bytes, 0 no buffer
     Received 0 broadcasts (0 IP multicasts)
     0 runts, 0 giants, 0 throttles
     0 input errors, 0 CRC, 0 frame, 0 overrun, 0 ignored
     0 watchdog, 0 multicast, 0 pause input
     0 packets output, 0 bytes, 0 underruns
     0 output errors, 0 collisions, 2 interface resets
     0 unknown protocol drops
     0 babbles, 0 late collision, 0 deferred
     0 lost carrier, 0 no carrier, 0 pause output
     0 output buffer failures, 0 output buffers swapped out

EPA に取り付けられている ト ランシーバのタイプを表示するには、show hw-module subslot コマ
ン ドを使用します。

次に、スロ ッ ト  3 に Cisco ASR 1000 シ リーズ モジュ ラ  インターフェイス  プロセッサを取り付
け、サブスロ ッ ト  1 に EPA-1X100GE を取り付けた Cisco ASR 1000 シ リーズ ルータでの show 
hw-module subslot コマン ドの出力例を示します。

Router# show hw-module subslot 1/1 transceiver 0 idprom 
IDPROM for transceiver HundredGigE1/1/0:

Description                               = CPAK optics (type 131)
Transceiver Type:                         = CPAK 100GE SR10 (310)
Product Identifier (PID)                  = CPAK-100G-SR10 
Vendor Revision                           = V01 
Serial Number (SN)                        = FBN183122731 
Vendor Name                               = CISCO 
Vendor OUI (IEEE company ID)              = 00.00.0C (12)
CLEI code                                 = WOTRC5PBAA
Cisco part number                         = 800-41495-
Device State                              = Enabled.
Date code (yyyy/mm/dd)                    = 2014/08/03
1-7
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  電源管理
Connector type                            = MPO.
Encoding                                  = NRZ, Non-PSK.
Bit Rate                                  = 111.8 Gbps
Maximum Bit Rate Network Lane             = 11.2 Gbits/s
Maximum Bit Rate Host Lane              = 11.2 Gbits/s

電源管理
MIP はシャーシ電力を消費します。そのため、シャーシが Cisco ASR 1000 シ リーズ アグ リ ゲー
シ ョ ン  サービス  ルータ上のパワー バジェ ッ ト内にある こ と を確認する必要があ り ます。

LED の詳細
こ こでは、MIP および EPA 上の LED に関する情報を示します。

MIP LED
ASR1000-MIP100 の前面パネルには、カードの状態を表示する  2 個の LED があ り ます（図 1-6 を
参照）。

図 1-6 MIP LED

表 1-5 に、LED の詳細な説明を示します。

1 PWR LED 2 STAT LED

21

36
50

48

表 1-5 電源 LED とステータス LED

機能 色または状態 説明

電源 グ リーン ラ インカードは電源がオンで、動作中です。

消灯 ラ インカードは電源がオフで動作していません。

ステータス グ リーン OS が起動した。

オレンジ BOOTROM が正常にロード された。

赤 ラ インカード障害が発生しました。

レ ッ ドで点滅 セキュア  ブート障害が発生しました。
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第 1 章      Cisco ASR 1000 シリーズ MIP と  EPA の概要

  LED の詳細
EPA LED
EPA には 2 つのタイプの LED があ り ます。EPA のポート ご との A/L（アクテ ィブ/ リ ンク）LED と  
1 個のステータス  LED です（図 1-7 および図 1-8 を参照）。

図 1-7 EPA-10x10GE LED

図 1-8 EPA-1x100GE および EPA-CPAK-2x40GE LED

図 1-9 EPA-18x1GE LED 

1 A/L 2 STATUS

1 12

36
50

50

1 STATUS 2 A/L

-A--A-

21

36
50

47

1 12

36
55

61

1 A/L 2 STATUS
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第 1 章      Cisco ASR 1000 シリーズ MIP と  EPA の概要

  LED の詳細
表 1-6 に、LED の詳細な説明を示します。

表 1-6 EPA LED

機能
色または
状態 説明

EPA-18X1GE、EPA-10X10GE および 
EPA-1X100GE

EPA-CPAK-2X40GE

A/L（ア ク
テ ィブ/ リ
ン ク）

グ リーン ポート がイネーブルにされてお
り、リ ンクが稼働中です。

両方のポート がイネーブルで、
リ ンクが稼働中です。

オレンジ ポートはイネーブルですが リ ン
クは停止中です。

ポート の 1 つがイネーブルでは
あ り ません。

消灯 ポート がディセーブルにされて
います。

ポー トはイネーブルではあ り ま
せん。

ステータス グ リーン EPA の準備が整い、動作可能な状態です。

オレンジ EPA の電源がオンで良好であ り、EPA は現在設定中です。

消灯 EPA の電源はオフです。
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MIP または EPA の取り付けの準備

この章では、Cisco ASR 1000 シ リーズ モジュラ  インターフェイス  プロセッサ（ASR1000-MIP100）、
1 ポート  100 ギガビッ ト  イーサネッ ト  EPA（EPA-1X100GE）、10 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ
ト  EPA（EPA-10X10GE）、および CPAK とブレークアウ ト  ケーブルの付属する  2 ポート  40 ギガビッ
ト  イーサネッ ト  EPA（EPA-CPAK-2x40GE）を取り付けるための一般的な機器、安全性、およびサイ
ト準備要件を説明します。この章の内容は、次のとおりです。

• 必要な工具と部品（2-1 ページ）

• 安全に関する注意事項（2-2 ページ）

• レーザーおよび LED の安全性（2-4 ページ）

必要な工具と部品
Cisco ASR 1000 モジュラ  イーサネッ ト  ラ インカードの取り付けおよび取り外しを行うには、以
下の工具および部品が必要です。その他の器具が必要な場合は、シスコのサービス担当者にお問
い合わせください。

• ASR1000-MIP100

• EPA-1X100GE、EPA-CPAK-2x40GE、EPA-10X10GE、またはブランク  フ ィ ラー プレート
（EPA-BLANK=）

• EPA を他のルータ、またはスイ ッチに接続するためのインターフェイス  ケーブル

• 取り付ける必要があ り、かつまだ取り付けられていないすべての Small Form-Factor 
Pluggable（SFP+ モジュール）または CPAK モジュール

• No. 1 プラス  ド ラ イバと  3/16 インチ マイナス  ド ラ イバ 

• No. 2 プラス  ド ラ イバ 

• お客様が独自に用意した静電放電（ESD）防止用器具、あるいは、ラ インカードに付属の静電
気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップまたはアンクル ス ト ラ ップと取扱説明書

• 静電気防止用マッ ト  

• 静電気防止用容器

• 光ファ イバ端面のク リーニング  ツールおよび検査機器。光ファ イバ接続の点検および清掃
の詳細については、「光デバイスの清掃」セクシ ョ ン（5-14 ページ）を参照して ください。
2-1
 EPA ハードウェア インス ト レーシ ョ ン  ガイド



 

第 2 章      MIP または EPA の取り付けの準備

  安全に関する注意事項
安全に関する注意事項
こ こでは、電気機器または電話回線を取り扱う際に従うべき安全上の注意事項を示します。

安全上の警告

誤って行う と危険が生じる可能性のある操作については、安全上の警告が記載されています。各
警告文に、警告を表す記号が記されています。

警告の定義

電気製品を扱う際の注意事項

電気機器を取り扱う際には、次の基本的な注意事項に従って ください。

• シャーシ内部を扱う作業を始める前に、作業する部屋の緊急電源遮断スイ ッチの場所を確認
しておきます。

• シャーシを移動する前に、電源コード とすべての外部ケーブルを外して ください。

• 危険を伴う作業は、一人では行わないでください。

• 回路の電源が切断されている と思い込まず、必ず確認して ください。

• 人身事故や装置障害を引き起こす可能性のある作業は行わないでください。床が濡れていな
いか、アースされていない電源延長コードや保護アースの不備などがないかど うか、作業場
所の安全を十分に確認して ください。

Warning IMPORTANT SAFETY INSTRUCTIONS

This warning symbol means danger. You are in a situation that could cause bodily injury. Before you 
work on any equipment, be aware of the hazards involved with electrical circuitry and be familiar 
with standard practices for preventing accidents. Use the statement number provided at the end of 
each warning to locate its translation in the translated safety warnings that accompanied this 
device. Statement 1071

SAVE THESE INSTRUCTIONS
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  安全に関する注意事項
電話回線を扱う場合の注意

電話回線または他のネッ ト ワーク配線に接続されている装置を取り扱う場合には、次の注意事
項に従って ください。

• 雷が発生している と きには、電話線の接続を行わないでください。

• 防水設計されていない電話ジャ ッ クは、湿気の多い場所に取り付けないでください。

• 電話回線がネッ ト ワーク  インターフェイスから切り離されている場合以外、絶縁されてい
ない電話ケーブルや端子には、触れないでください。

• 電話回線の設置または変更は、十分注意して行って ください。

静電破壊の防止

静電放電（ESD）によ り 、装置や電子回路が損傷を受ける こ とがあ り ます（静電破壊）。静電破壊は
電子部品の取り扱いが不適切な場合に発生し、故障または間欠的な障害をもたら します。Cisco 
ASR 1000 シ リーズ モジュラ  インターフェイス  プロセッサは、金属製フレームに固定されたプ
リ ン ト回路基板で構成されています。電磁干渉（EMI）シールド と コネク タは、これらのフレーム
の必須要素です。金属製フレームはボードを  ESD から保護しますが、ラ インカードに触る と きは
必ず静電気防止用ス ト ラ ップを着用して ください。

静電破壊を防ぐために、次の注意事項に従って ください。

• 必ず静電気防止用リ ス ト またはアンクル ス ト ラ ップを着用して、それが肌に接触している
こ と を確認して ください。

• ス ト ラ ップの装置側を塗装されていないシャーシの面に接続します。

• コンポーネン ト の取り付けを行う と きには、イジェ ク ト  レバーまたは非脱落型ネジを使用
して、バッ クプレーンまたは ミ ッ ドプレーンのバス  コネク タに適切に固定します。これらの
器具は、偶発的な脱落を防ぐだけではな く、システムに適切な接地を提供し、バス  コネク タ
を確実に固定させるために必要です。

• コンポーネン ト の取り外しを行う と きには、イジェ ク ト  レバーまたは非脱落型ネジを使用
して、バッ クプレーンまたは ミ ッ ドプレーンからバス  コネク タを外します。

• フレームを取り扱う と きは、ハン ドルまたは端の部分だけを持ち、プ リ ン ト基板またはコネ
ク タには手を触れないでください。

• 取り外したコンポーネン トは、基板側を上向きにして、静電気防止用シート に置くか、静電気
防止用容器に収めます。コンポーネン ト を返却する場合には、取り外したコンポーネン ト を
ただちに静電気防止用容器に入れて ください。

• プ リ ン ト基板と衣服が接触しないよ うに注意して ください。リ ス ト  ス ト ラ ップは体内の静
電気からコンポーネン ト を保護するだけです。衣服の静電気によってコンポーネン ト が損傷
する こ とがあ り ます。

• 金属製フレームからプ リ ン ト基板を取り外さないでください。

注意 安全のために、静電気防止用ス ト ラ ップの抵抗値を定期的にチェ ッ ク して ください。抵抗値は 
1 ～ 10 M（ メ ガオーム）でなければな り ません。
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  レーザーおよび LED の安全性
レーザーおよび LED の安全性
シングルモード光 ト ランス ミ ッ タは小容量レーザーを使用して、光信号をネッ ト ワーク  リ ング
に送信します。ケーブルが接続されていない送信ポート には、必ずカバーを付けて ください。マ
ルチモード  ト ランシーバは通常、LED を使用して送信を行いますが、未使用のポート には必ず
カバーを付け、未使用ポートや開口部を凝視しないよ うにして ください。シングルモード  ポート
の開口部には、レーザーの警告ラベルが貼付されています（図 2-1 を参照）。マルチモード  ポート
の開口部には、ク ラス  1 LED の警告ラベルが貼付されています（図 2-2 を参照）。

図 2-1 シングルモード  ポート用クラス 1 レーザー警告ラベル

図 2-2 マルチモード  ポート用クラス 1 LED 警告ラベル

PRODUIT LASER DE CLASSE 1

CLASS 1 LASER PRODUCT
                LASERPRODUKT DER KLASSE 1

PRODUCTO LASER CLASE 1
1

H
66

55

Warning Class 1 laser product. Statement 1008

Warning Invisible laser radiation may be emitted from disconnected fibers or connectors. Do not stare into 
beams or view directly with optical instruments. Statement 1051

11
77

3

CLASS 1 LED PRODUCT
PRODUKT MIT KLASSE 1 LED

PRODUIT AVEC VOYANT DEL 
DE CLASSE 1

PRODUCTO LED DE LA CLASE 1
LED
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  レーザーおよび LED の安全性
警告 クラス 1 LED 製品です。ステート メン ト  1027
2-5
Cisco ASR 1000 MIP および EPA ハードウェア インス ト レーシ ョ ン  ガイド

 



 

第 2 章      MIP または EPA の取り付けの準備

  レーザーおよび LED の安全性
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MIP の取り付けと取り外し

この章では、Cisco ASR 1000 シ リーズのアグ リ ゲーシ ョ ン  サービス  ルータで MIP の取り付けと
取り外しを行う方法について説明します。この章の内容は、次のとおりです。

• MIP の取り扱い（3-1 ページ）

• 活性挿抜（3-2 ページ）

• MIP の取り付けと取り外し（3-4 ページ）

MIP の取り扱い 
各 MIP 回路基板は金属製フレームに取り付けられていますが、静電放電（ESD）の影響を受けや
すく なっています。取り付けの前に第 2 章「MIP または EPA の取り付けの準備」を読み、取り付け
に必要な部品と工具の一覧を確認して ください。

注意 MIP を扱う際は常にフレームの端とハン ドルを持ちます。ラ インカード  コンポーネン ト または
コネク タ  ピンには決して手を触れないよ うにして ください。

図 3-1 MIP の取り扱い

70
00

6

Metal carrier

GND

Printed circuit board
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  活性挿抜
未使用のスロ ッ ト がある場合は、必ずブランク  フ ィ ラー プレート を取り付けて空のスロ ッ ト を
塞いでください。これによ り、ルータまたはスイ ッチが EMI（電磁干渉）防止基準を満たすこ とが
でき、インス トールしたモジュール間に適度な通気が保たれます。未使用のスロ ッ ト に MIP を取
り付ける場合は、最初にブランク  フ ィ ラー プレート を取り外す必要があ り ます。

活性挿抜
Cisco ASR 1000 シ リーズ アグ リ ゲーシ ョ ン  サービス  ルータでは、MIP、EPA、および SFP+ モ
ジュールおよび CPAK モジュールの活性挿抜（OIR）をサポー ト しています。したがって、SFP+ モ
ジュールまたは CPAK モジュールには影響を与えずに MIP を取り外すこ とができます。また、ラ
インカードがルータに取り付けられたままの状態で、SFP+ モジュールまたは CPAK モジュール
を  MIP とは独立して取り外すこ と もできます。

活性挿抜のサポート に関する具体的な内容は次のとおりです。

• MIP の活性取り外しの準備（3-2 ページ）

• MIP の非アクテ ィブ化（3-2 ページ）

• MIP の再アクテ ィブ化（3-3 ページ）

• MIP の非アクテ ィブ化およびアクテ ィブ化の確認（3-3 ページ）

MIP の活性取り外しの準備

Cisco ASR 1000 シ リーズ ルータは MIP の OIR（活性挿抜） をサポー ト しています。MIP を取り外
す場合は、まず hw-module slot slotnumber shutdown グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン
ドを使用してラ インカードを非アクテ ィブ化します。

このコマン ドを使用して MIP を非アクテ ィブにする と、MIP に取り付けられた各 SFP+ モ
ジュールまたは CPAK モジュールも自動的に非アクテ ィブにな り ます。したがって、MIP を非ア
クテ ィブにする前に各 SFP+ モジュールまたは各 CPAK モジュールを非アクテ ィブにする必要
はあ り ません。

Cisco ASR 1000 シ リーズ ルータでは、非アクテ ィブ化されていない MIP の取り外しをサポート
していますが、まず hw-module slot slotnumber shutdown コマン ドを使用して MIP を正常に非ア
クテ ィブ化する こ と をお勧めします。

MIP の非アクティブ化

MIP を取り外す前に MIP および取り付けられている  SFP+ モジュールまたは CPAK モジュール
を非アクテ ィブにするには、グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次のコマン ドを使用
します。

コマンド 目的

Router(config)# hw-module slot 
slotnumber shutdown

取り付けられているインターフェイスをシャ ッ ト
ダウンし、指定されたスロ ッ ト内の MIP を非アク
テ ィブにします。

slotnumber：MIP が取り付けられているシャーシ ス
ロ ッ ト番号を指定します。
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  活性挿抜
MIP の再アクティブ化

MIP を非アクテ ィブ化した場合は、OIR を行ったかど うかに関係な く、no hw-module slot 
slotnumber shutdown グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用して MIP を再アク
テ ィブ化する必要があ り ます。

取り付けられている  SFP+ モジュールまたは CPAK モジュールは、ルータの MIP が再アクテ ィ
ブ化される と きに自動的に再アクテ ィブ化されます。たとえば、ルータから  MIP を取り外して、
別の MIP と交換する場合を考えます。新しい MIP に、同じ  EPA および SFP+ モジュールまたは 
CPAK モジュールを挿入します。ルータで no hw-module slot slotnumber shutdown コマン ドを入
力する と、新しい MIP と一緒に SFP+ モジュールまたは CPAK モジュールも自動的に再アク
テ ィブ化されます。

MIP を非アクテ ィブ化した後で MIP および取り付けられている  SFP+ モジュールまたは CPAK 
モジュールを再アクテ ィブ化するには、グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次のコマ
ン ドを使用します。

MIP の非アクティブ化およびアクティブ化の確認

MIP が非アクテ ィブかど うかを確認するには、特権 EXEC コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで 
show platform コマン ドを入力します。確認する  MIP に対応する  State フ ィールドを調べます。

次の例は、スロ ッ ト  1 にある  MIP を示します。このシナ リ オでは、スロ ッ ト  1 が電源オフになっ
ています。ステータスが disabled になっている こ とで、それがわかり ます。

Router(config)# hw-module slot 1 shutdown

Router# show platform
Chassis type: ASR1009-X 

Slot      Type                State                 Insert time (ago) 
--------- ------------------- --------------------- ----------------- 
0         ASR1000-MIP100      ok                    3:04:17      
1         ASR1000-MIP100      disabled              03:04:17    
...
<output truncated>
...

コマンド 目的

Router(config)# no hw-module slot 
slotnumber shutdown

指定されたスロ ッ ト内のラ インカード とそれに取
り付けられた SFP+ モジュールまたは CPAK モ
ジュールを再アクテ ィブ化します。こ こで、各変数
は次のよ うに定義されます。

slotnumber：MIP が取り付けられたシャーシのス
ロ ッ ト番号を指定します。

（注） このコマン ドは、このカードが hw-module 
slot slotnumber shutdown グローバル コン
フ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使って以前
にシャ ッ ト ダウンされた場合にのみ使用し
て ください。新し く挿入したラ インカードを
アクテ ィブ化する際は、このコマン ドは必要
あ り ません。
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  MIP の取り付けと取り外し
Router# show platform diag

Chassis type: ASR1009-X           
Slot: 1, ASR1000-MIP100      
  Running state               : disabled
  Internal state              : offline
  Internal operational state  : disabled
  Physical insert detect time : 0:00:52 (3:05:30 ago)
  Software declared up time   : 0:35:26 (2:30:56 ago)
  CPLD version                : 15072100
  Firmware version            : 15.5(3r)S1  

MIP のアクテ ィブ化と正常動作を確認するには、no hw-module slot 1 shutdown コマン ドを入力
します。その次に、show platform コマン ドを入力して、スロ ッ ト  1 の ok 状態を確認します。最後
に、show platform diag コマン ドを入力して Running state フ ィールドの ok を確認します。次の例
のよ うにします。

Router(config)# no hw-module slot 1 shutdown

Router# show platform
Chassis type: ASR1009-X 

Slot      Type                State                 Insert time (ago) 
--------- ------------------- --------------------- ----------------- 
0         ASR1000-MIP100      ok                    3:04:17      
1         ASR1000-MIP100  ok  03:04:17    
...
<output truncated>
...

Router# show platform diag

Chassis type: ASR1009-X           
Slot: 1, ASR1000-MIP100      
  Running state               : ok
  Internal state              : online
  Internal operational state  : ok
  Physical insert detect time : 0:00:52 (3:05:30 ago)
  Software declared up time   : 0:35:26 (2:30:56 ago)
  CPLD version                : 15072100
  Firmware version            : 15.5(3r)S1  

MIP の取り付けと取り外し
こ こでは、MIP の取り付けおよび取り外しの手順について説明します。

注意 次の作業を行う場合は、MIP の静電破壊を防ぐため、必ず静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを着用
して ください。一部のプラ ッ ト フォームには、リ ス ト  ス ト ラ ップに取り付ける  ESD コネク タがあ
り ます。手や金属工具が ミ ッ ドプレーンやバッ クプレーンに直接触れないよ うにして ください。

MIP を取り付けるには、図 3-2 を参照して、次の手順に従います。

ステップ  1 MIP を挿入する前に、シャーシがアースされている こ と を確認します。

ステップ  2 MIP を挿入するには、ルータ  スロ ッ トのガイ ド  レールの間に MIP のエッジを慎重に合わせます。
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ステップ  3 MIP をルータ  スロ ッ ト内で慎重にスラ イ ド させて、MIP がバッ クプレーンに触れるまで押し込
みます。

ステップ  4 MIP の両側の非脱落型ネジを締めます。

MIP を取り外すには、図 3-2 を参照して、次の手順に従います。

ステップ  1 MIP を取り外すには、まず、SPF+ または CPAK インターフェイスからすべてのケーブルを取り
外します。

ステップ  2 MIP の両側の非脱落型ネジを緩めます。

ステップ  3 MIP をスラ イ ド させてルータ  スロ ッ ト から取り出します。

図 3-2 MIP の取り付けと取り外し

1 非脱落型ネジ 2 ガイ ド  レール
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C H A P T E R 4

EPA の取り付けと取り外し  

この章では、MIP におけるイーサネッ ト  ポート  アダプタ（EPA）の取り付け/取り外し方法につい
て説明します。この章の内容は、次のとおりです。

• EPA の取り扱い（4-1 ページ）

• 活性挿抜（4-2 ページ）

• EPA の取り付けと取り外し（4-4 ページ）

• 取り付けの確認（4-6 ページ）

• EPA ブランク  フ ィ ラー プレート （4-9 ページ）

EPA の取り扱い
各 EPA 回路基板は金属製フレームに取り付けられていますが、静電放電（ESD）の影響を受け
やすく なっています。静電放電に関する注意事項については、「静電破壊の防止」セクシ ョ ン
（2-3 ページ）を参照して ください。

取り付けを開始する前に第 2 章「MIP または EPA の取り付けの準備」を読み、取り付けに必要な
部品と工具の一覧を確認して ください。

注意 EPA を扱う際は常にフレームの端とハン ドルを持ちます。EPA コンポーネン ト またはコネク タ  
ピンには決して手を触れないよ うにして ください。（図 4-1 を参照）。

未使用のサブスロ ッ ト がある場合は、必ず EPA ブランク  フ ィ ラー プレート を取り付けて空のサ
ブスロ ッ ト を塞いでください。これによ り、ルータが電磁波干渉（EMI）防止基準を満たすこ とが
でき、EPA 間に適度なエアーフローが保たれます。未使用のサブスロ ッ ト に EPA を取り付ける場
合は、まず EPA ブランク  フ ィ ラー プレート を取り外す必要があ り ます。
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図 4-1 EPA の取り扱い

活性挿抜
Cisco ASR 1000 シ リーズ ルータは、MIP の取り外し とは無関係に、EPA の OIR（活性挿抜）をサ
ポート しています。つま り、MIP を  Cisco ASR 1000 シ リーズ ルータに搭載したままで、この MIP 
のいずれかのサブスロ ッ ト から  1 つの EPA を取り外す際に、別の EPA はアクテ ィブの状態を維
持する こ とができます。MIP の EPA をすぐに交換する予定がない場合は、サブスロ ッ ト に必ずブ
ランク  フ ィ ラー プレート を取り付けて ください。MIP のすべてのサブスロ ッ ト には、動作中の 
EPA またはブランク  フ ィ ラー プレート のどちらかを常に取り付けておく必要があ り ます。

MIP と  EPA をま とめて取り外す場合は、こ こに記載された手順に従う必要はあ り ません。MIP を
取り外す場合は、「MIP の活性取り外しの準備」セクシ ョ ン（3-2 ページ）を参照して ください。

活性挿抜のサポート に関する具体的な内容は次のとおりです。

• EPA の活性取り外しの準備（4-2 ページ）

• EPA の非アクテ ィブ化（4-3 ページ）

• EPA の再アクテ ィブ化（4-3 ページ）

• EPA の非アクテ ィブ化およびアクテ ィブ化の確認（4-4 ページ）

EPA の活性取り外しの準備

Cisco ASR 1000 シ リーズ ルータは EPA の OIR（活性挿抜）をサポート しています。EPA を取り外
す場合は、まず hw-module subslot slotnumber/subslotnumber shutdown グローバル コンフ ィギュ
レーシ ョ ン  コマン ドを使用して EPA を非アクテ ィブ化します。

このコマン ドを使用して EPA を非アクテ ィブにする と、EPA に装着された各 SFP+ モジュール
または CPAK モジュールも自動的に非アクテ ィブにな り ます。したがって、EPA を非アクテ ィブ
にする前に各 SFP+ モジュールまたは 各 CPAK モジュールを非アクテ ィブにする必要はあ り ま
せん。

70
00

6

Metal carrier

GND

Printed circuit board
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Cisco ASR 1000 シ リーズ ルータでは、非アクテ ィブ化されていない EPA の取り外しをサポート
していますが、まず hw-module subslot slotnumber/ subslotnumber shutdown コマン ドを使用して 
EPA を正常に非アクテ ィブ化する こ と をお勧めします。

EPA の非アクティブ化

EPA を取り外す前に EPA および取り付けられている  SFP+ モジュールまたは CPAK モジュール
を非アクテ ィブにするには、グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次のコマン ドを使用
します。

EPA の再アクティブ化

EPA を非アクテ ィブ化した場合は、OIR を行ったかど うかに関係な く、no hw-module slot 
slotnumber/subslotnumber shutdown グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用して 
EPA を再アクテ ィブ化する必要があ り ます。取り付けられている  SFP+ モジュールまたは CPAK 
モジュールは、ルータの EPA が再アクテ ィブ化される と きに自動的に再アクテ ィブ化されます。

EPA を非アクテ ィブ化した後で EPA および取り付けられている  SFP+ モジュールまたは CPAK 
モジュールを再アクテ ィブ化するには、グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで次のコマ
ン ドを使用します。

コマンド 目的

Router(config)# hw-module subslot 
slotnumber/subslotnumber shutdown

取り付けられたインターフェイスをすべてシャ ッ
ト ダウンし、MIP の指定されたスロ ッ ト内およびサ
ブスロ ッ ト内の EPA を非アクテ ィブにします。

• slotnumber：MIP が設置されているシャーシ  ス
ロ ッ ト番号を指定します。

• subslotnumber：EPA が設置されている  MIP のサ
ブスロ ッ ト番号を指定します。

コマンド 目的

Router(config)# no hw-module subslot 
slotnumber/subslotnumber shutdown

指定されたスロ ッ ト内のラ インカード とそれに取
り付けられた SFP+ モジュールまたは CPAK モ
ジュールを再アクテ ィブ化します。こ こで、各変数
は次のよ うに定義されます。

• slotnumber：MIP が取り付けられているシャー
シ スロ ッ ト番号を指定します。

• subslotnumber：EPA が設置されている  MIP のサ
ブスロ ッ ト番号を指定します。

（注） このコマン ドは、このカードが hw-module 
slot slotnumber/subslotnumber shutdown グ
ローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ド
を使って以前にシャ ッ ト ダウンされた場合
にのみ使用して ください。新し く挿入したラ
インカードをアクテ ィブ化する際は、このコ
マン ドは必要あ り ません。
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EPA の非アクティブ化およびアクティブ化の確認

EPA が非アクテ ィブかど うかを確認するには、特権 EXEC コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードで 
show hw-module subslot all oir コマン ドを入力します。確認する  EPA に対応する  State フ ィール
ドを調べます。

次の例は、スロ ッ ト  1 のサブスロ ッ ト  1 にある、管理者が停止した EPA を示します。

Router(config)# hw-module subslot 1/1 shutdown

Router# show hw-module subslot all oir
Module Model  Operational Status
-------------- ------------------ -------------------------
subslot 1/0 EPA-10X10GE ok
subslot 1/1 EPA-1X100GE admin down

EPA がアクテ ィブ化されて適切に動作している こ と を確認するには、show hw-module subslot all 
oir を入力して、次の例のよ うにスロ ッ ト  1、サブスロ ッ ト  0 の状態が ok になっている こ と を調
べます。

Router(config)# no hw-module subslot 1/1 shutdown

Router# show hw-module subslot all oir
Module Model  Operational Status
-------------- ------------------ -------------------------
subslot 1/0 EPA-10X10GE ok
subslot 1/1 EPA-1X100GE ok

EPA の取り付けと取り外し
こ こでは、MIP 内での EPA の取り付けおよび取り外しの手順について説明します。

注意 次の作業を行う場合は、EPA の静電破壊を防ぐため、必ず静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを着用
して ください。一部のプラ ッ ト フォームには、リ ス ト  ス ト ラ ップに取り付ける  ESD コネク タがあ
り ます。手や金属工具が ミ ッ ドプレーンやバッ クプレーンに直接触れないよ うにして ください。

MIP 内に EPA を取り付けるには、図 4-2 を参照して、次の手順に従います。

ステップ  1 MIP に EPA を挿入するには、MIP 内で EPA を固定しているガイ ド  レールの場所を確認します。

ステップ  2 EPA をガイ ド  レールに合わせ、MIP スロ ッ ト の奥まで（EPA が突き当たるまで）EPA をスラ イ ド
します。

ステップ  3 No. 2 プラス  ド ラ イバを使用して非脱落型ネジを時計回りに回し、EPA を完全に装着します。完
全に装着される と、EPA は MIP 前面プレー ト と同一平面にな り ます。

（注） EPA を取り付ける際に、EPA の非脱落型ネジを締めすぎないでください。EPA の非脱落型
ネジを  11 +/-1 インチ ポンドの トルクで締めて固定します。
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MIP から  EPA を取り外すには、図 4-2 を参照し、次の手順を実行します。

ステップ  1 SPF+ または CPAK インターフェイスからすべてのケーブルを取り外します

ステップ  2 反時計回りに回して EPA の中央にある非脱落型ネジを緩めます。

ステップ  3 EPA をスラ イ ド させて MIP から取り出します。

図 4-2 MIP の取り付けと取り外し

1 非脱落型ネジ 2 ガイ ド  レール
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取り付けの確認
こ こでは、MIP および EPA の取り付けを確認するための手順について説明します。具体的な内容
は次のとおりです。

• 取り付けの確認（4-6 ページ）

• show コマン ドによる  MIP および EPA ステータスの確認（4-7 ページ） 

• show コマン ドによる  EPA 情報の表示（4-8 ページ） 

取り付けの確認

こ こでは、MIP LED と  EPA LED の状態、およびコンソール端末に表示される情報を調べる こ と
で、MIP および EPA の取り付けを確認する方法について説明します。

システムによってすべてのインターフェイスが再初期化される と、MIP のステータス  LED、およ
び EPA のステータス  LED はいずれもグ リーン（オン）に点灯します。ポー ト の LED は、接続と設
定の状態に応じてグ リーン（オン）に点灯する こ とがあ り ます。コンソール画面には、再初期化中
に各インターフェイスが検出されるつど、これを示すメ ッセージも表示されます。

MIP および EPA が正し く取り付けられているかど うかを確認するには、次の手順を実行します。

ステップ  1 システムによって各インターフェイスが再初期化される間、コンソールの表示メ ッセージを見
て、MIP がシステムによって検出される こ と を確認して ください。この流れは次のとおりです。

• 新しい EPA がシステムに挿入された場合は、関連するインターフェイスにはデフォル ト設
定が使用されます。

• MIP が初期化される と、ステータス  LED は最初にオレンジに点灯します。これは、電源はオ
ンであっても、MIP が設定中である こ と を示します。MIP がアクテ ィブになる と、ステータス  
LED はグ リーンに点灯します。

• MIP の初期化が完了する と、EPA も同じ経過をたど り ます。EPA のステータス  LED は最初は
オレンジに点灯し、EPA がアクテ ィブになる とグ リーンに変わり ます。

• MIP と  EPA のステータス  LED がいずれもグ リーンになる と、関連するすべてのインター
フェイスが設定可能な状態とな り ます。

（注） 設定手順については、『Cisco ASR 1000 Series Modular Ethernet Line Card Software 
Configuration Guide』を参照して ください。

• MIP または EPA を同じタ イプのモジュールで交換した場合は（活性挿抜またはハード ウェ
アの交換）、MIP または EPA がアクテ ィブになった時点で、以前の設定が引き継がれます。

• 以前同じスロ ッ ト またはサブスロ ッ ト内に MIP または EPA が取り付けられていなかった場
合は、関連するすべてのインターフェイスの設定は空白とな り ます。

（注） 新規インターフェイスは、設定が済むまでは使用できません。
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ステップ  2 3 分以内に MIP および EPA がアクテ ィブにならない場合は、次の手順でシステム  コンソール 
メ ッセージを確認して ください。

• MIP または EPA がフ ィールド  プログラマブル機器（FPD）のアップグレードを実行中の場合
は、FPD プロセスが開始されたこ と を示すコンソール メ ッセージが表示されます。アップグ
レード  プロセスには数分間かかる場合があ り ます。FPD プロセスの情報を参照するには、
show upgrade fpd progress コマン ドを使用します。MIP または EPA は FPD のアップグレー
ドが完了する と、自動的に リブー ト されます。ステップ 1 に戻って ください。

• FPD アップグレードの実行中を示すメ ッセージが表示されない場合については、第 6 章「 ト
ラブルシューテ ィ ング」を参照して ください。

show コマンドによる MIP および EPA ステータスの確認

次の手順では show コマン ドを使用して、新規 EPA の設定が完了し、正し く動作しているかど う
かを確認します。

ステップ  1 システム設定を表示するには、show running-config コマン ドを使用します。設定に、新規の EPA 
インターフェイスが含まれている こ と を確認します。

ステップ  2 現在のすべての EPA、および各 EPA のステータス概要を表示するには、show hw-module subslot 
all oir コマン ドを使用します。

ステップ  3 取り付けられている  MIP についての情報を表示するには、show diag コマン ドを使用します。

ステップ  4 システムに取り付けられている  EPA の FPD バージ ョ ン情報を確認するには、show hw-module 
subslot all fpd コマン ドを使用します。

（注） EPA が FPD バージ ョ ンの最小要件に適合しない場合は、FPD が自動的に更新されます。
更新が失敗する と、この EPA の電源はオフにな り、システム  コンソールにエラー メ ッ
セージが表示されます。

FPD のアップグレードの詳細については、『Cisco ASR 1000 Series Modular Ethernet Line Card 
Software Configuration Guide』の「Upgrading Field-Programmable Devices」の章を参照して ください。

ステップ  5 取り付けられている  MIP、およびインターフェイスについてのいくつかの詳細情報を表示する
には、show version コマン ドを使用します。
4-7
Cisco ASR 1000 MIP および EPA ハードウェア インス ト レーシ ョ ン  ガイド

 



 

第 4 章      EPA の取り付けと取り外し

  取り付けの確認
show コマンドによる EPA 情報の表示

表 4-1 は、EPA 情報を表示するための各 show コマン ドの説明を示します。

次の例は、スロ ッ ト  3、サブスロ ッ ト  1 にある  EPA に対する  show diag subslot slot/subslot eeprom 
detail コマン ドの出力です。

Router# show diag subslot 3/1 eeprom detail
SPA EEPROM data for subslot 3/1:

EEPROM version : 4
Compatible Type : 0xFF
Controller Type : 3164
Hardware Revision : 1.0
Boot Timeout : 400 msecs
PCB Serial Number : JAE181802LS
PCB Part Number : 73-16553-01
PCB Revision : 00
Fab Version : 01
RMA Test History : 00
RMA Number : 0-0-0-0
RMA History : 00
Deviation Number : 0
Product Identifier (PID) : EPA-1X100GE
Version Identifier (VID) : V01
Top Assy.Part Number : 68-5101-01
Top Assy.Revision : 1
IDPROM Format Revision : 36
System Clock Frequency : 00 00 00 00 00 00 00 00
00 00 00 00 00 00 00 00
00 00 00 00 00 00
CLEI Code : UNASSIGNED
Base MAC Address : 00 00 00 00 00 00
MAC Address block size : 0
Manufacturing Test Data : 00 00 00 00 00 00 00 00
Field Diagnostics Data : 00 00 00 00 00 00 00 00
Calibration Data : Minimum: 0 dBmV, Maximum: 0 dBmV

表 4-1 EPA 情報を表示するための show コマンド

コマン ド 表示する情報の種類

show controllers type 
slot/subslot/port

ネッ ト ワーク  リ ンク  ステータス、レジスタの内容、および
コン ト ローラ  チップ エラー。

show diag subslot 該当スロ ッ ト の EPA のタイプ、ポー ト数、ハード ウェアの
リ ビジ ョ ン、製品番号、EEPROM の内容。

show hw-module subslot all fpd システム内の EPA の FPD バージ ョ ン情報。

show hw-module subslot all oir システム内の全 EPA の動作状況。

show interfaces type 
slot/subslot/port

特定の EPA ポート の回線ステータスおよびデータ  リ ンク  
プロ ト コル ステータス。ポー ト によって送受信されるデー
タ  ト ラフ ィ ッ クに関する統計情報。

show platform ルータの情報。MIP または EPA の動作ステータスを提供。

show running-config ルータの実行コンフ ィギュレーシ ョ ン、およびシステムで
使用可能な各インターフェイス。

show version Cisco IOS ソフ ト ウェアのバージ ョ ン、コンフ ィギュレー
シ ョ ン  ファ イルの名前と ソース、ブー ト  イ メージ。
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第 4 章      EPA の取り付けと取り外し

  EPA ブランク  フ ィ ラー プレート
Calibration values :
Power Consumption : 22000 mWatts (Maximum) 
Power Consumption Mode 1 : 22000 mWatts
Environment Monitor Data : 03 30 0C E4 46 28 09 C4
46 28 05 DC 46 28 04 B0
46 28 04 B0 46 28 04 B0
46 28 03 E8 46 28 00 00
00 00 00 00 00 00 00 00
00 00 00 00 00 00 00 00
00 00 FE 02 F6 26
Processor Label : 00 00 00 00 00 00 00
Platform features : 01 00 00 27 10 00 00 00
00 00 00 00 00 00 00 00
00 00 00 00 00 00 00 00
00 00 00 00 00 00 00
Asset ID :
Asset Alias :

EPA ブランク  フ ィ ラー プレート
EPA ブランク  フ ィ ラー プレート （EPA-BLANK=）は、未使用の EPA サブスロ ッ ト を塞ぐために利
用可能です。

未使用の EPA サブスロ ッ トがある場合は、必ず EPA ブランク  フ ィ ラー プレート を取り付けて空
のサブスロ ッ ト を塞いでください。これによ り、ルータまたはスイ ッチが電磁波干渉（EMI）防止基
準を満たすこ とができ、EPA 間に適度なエアーフローが保たれます。未使用のサブスロ ッ トに新た
に EPA を取り付ける場合は、まず EPA ブランク  フ ィ ラー プレート を取り外す必要があ り ます。
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  EPA ブランク  フ ィ ラー プレート
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C H A P T E R 5

SFP+ モジュールおよび CPAK モジュールの
取り付けと取り外し

この章では、EPA における  Small Form-Factor Pluggable（SFP+）モジュールおよび CPAK モジュー
ルの取り付け/取り外し方法について説明します。この章の内容は、次のとおりです。

• SFP+ モジュールまたは CPAK モジュールの活性取り外しの準備（5-1 ページ）

• SFP+ モジュールの取り付けおよび取り外し（5-1 ページ）

• CPAK モジュールの取り付けおよび取り外し（5-11 ページ）

• 光デバイスのメ ンテナンス（5-14 ページ）

SFP+ モジュールまたは CPAK モジュールの活性取り外し
の準備

Cisco ASR 1000 シ リーズ ルータでは、EPA も  MIP も取り外さない状態で SFP+ モジュールまた
は CPAK モジュールの OIR（活性挿抜） を行う こ とができます。

EPA、MIP、SFP+、または CPAK を取り外して同じ タイプのものと交換した場合、インターフェイ
ス設定は維持（回復）されます。

ただし、ラ インカードがすでにルータに取り付けられてシステムが動作している場合は、SFP+ 
モジュールまたは CPAK モジュールを取り外す前に、interface config コマン ドを使ってポート
をシャ ッ ト ダウンする こ と をお勧めします。

SFP+ モジュールの取り付けおよび取り外し

（注） EPA では、「光モジュールの互換性」セクシ ョ ン（1-5 ページ）に示す SFP+ モジュールだけをサ
ポート します。EPA に SFP+ モジュールを挿入するたびに SFP+ チェ ッ クが実行され、このチェ ッ
クに合格した SFP+ モジュールだけが使用可能にな り ます。

SFP+ モジュールの取り外しや取り付けを行う前に、このセクシ ョ ンおよび「レーザーおよび 
LED の安全性」セクシ ョ ン（2-4 ページ）に記載された取り付け情報をお読みください。
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  SFP+ モジュールの取り付けおよび取り外し
注意 ケーブルを外したら、汚れていないダス ト  カバーを  SFP+ モジュールに挿入する こ とによって、
モジュールを保護します。必ずファ イバ ケーブルの光学面を清掃してから、別の SFP+ モジュー
ルの光ポート にファ イバ ケーブルを差し込んでください。SFP+ モジュールの光ポート内に埃や
その他の汚れが入らないよ うに注意して ください。埃によって遮られる と、光モジュールが正常
に動作しません。

注意 SFP+ モジュールの取り付けや取り外しの際には、ケーブル、ケーブル コネク タ、または SFP+ モ
ジュール内の光インターフェイスの損傷を防ぐために、光ファ イバ ケーブルを取り付けた状態
にしないこ とをお勧めします。すべてのケーブルを外してから、SFP+ モジュールの取り外しま
たは取り付けを行って ください。

SFP+ モジュールの着脱を行う と、モジュールの耐用年数が短くなる こ とがあ り ます。そのため、
特に必要がない場合は SFP+ モジュールの着脱を行わないでください。

SFP+ モジュールは、4 つの異なるラ ッチ デバイスのいずれかを使用して、ポー トへのモジュー
ルの取り付けおよび取り外しを行います。4 種類の SFP+ モジュール ラ ッチ デバイスについて、
次のセクシ ョ ンで説明します。

• ベール ク ラスプ SFP+ モジュール（5-2 ページ）

• マイ ラー タブ SFP+ モジュール（5-4 ページ）

• アクチュエータ  ボタン  SFP+ モジュール（5-6 ページ）

• スラ イ ド  タブ SFP+ モジュール（5-8 ページ）

ベール クラスプ SFP+ モジュール

ベール ク ラスプ SFP+ モジュールには、SFP+ モジュールの取り外し /取り付け時に使用する ク ラ
スプが付属しています（図 5-1 を参照して ください）。

図 5-1 ベール クラスプ SFP+ モジュール 
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第 5 章      SFP+ モジュールおよび CPAK モジュールの取り付けと取り外し

  SFP+ モジュールの取り付けおよび取り外し
ベール クラスプ SFP+ モジュールの取り付け

このタイプの SFP+ モジュールを取り付けるには、次の手順に従います。

ステップ  1 付属の取扱説明書に従って、静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップまたはアンクル ス ト ラ ップを装着
します。

ステップ  2 SFP+ モジュールを挿入する前に、ベール ク ラスプを閉じます。

ステップ  3 SFP+ モジュールをポート に合わせ、スラ イ ド させてポート に押し込みます（図 5-2 を参照）。

図 5-2 ベール クラスプ SFP+ モジュールのポートへの取り付け

（注） 各 SFP+ モジュールをしっかり と押し込むこ とによ り、SFP+ モジュールがラ インカードの割り
当てられたレセプタ クルに完全に装着および固定されている こ と を確認します。その際、SFP+ 
モジュールがレセプタ クル内に完全に装着されていなかった場合は、SFP+ モジュール底部の三
角形のピンがレセプタ クル内の穴にかみあったこ とを示すカチッ とい う音を確認できます。

ベール クラスプ SFP+ モジュールの取り外し

このタイプの SFP+ モジュールを取り外すには、次の手順に従います。

ステップ  1 付属の取扱説明書に従って、静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップまたはアンクル ス ト ラ ップを装着
します。

ステップ  2 ポート からすべてのインターフェイス  ケーブルを外します。その際、ラ インカードのどのポート
にどのケーブルが接続されているかを記録しておきます。

ステップ  3 SFP+ モジュールのベール ク ラスプを人差し指で下方向に開きます（図 5-3 を参照）。人差し指で
ベール ク ラスプを開く こ とが困難な場合は、小型のマイナス  ド ラ イバを使用してベール ク ラス
プを開いて ください。

ステップ  4 図 5-3 に示すよ う に、SFP+ モジュールを親指と人差し指でつまみ、慎重にポー ト から取り外し
ます。
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  SFP+ モジュールの取り付けおよび取り外し
図 5-3 ベール クラスプ SFP+ モジュールの取り外し

ステップ  5 取り外した SFP+ モジュールは、静電気防止マッ ト の上に置くか、返却する場合は、取り外し後、
ただちに静電気防止袋に入れて ください。

ステップ  6 ラ インカードを保護するために、SFP+ モジュールが取り付けられていない光モジュール ケージ
に、汚れていない SFP+ モジュール ケージ カバーを挿入します。

マイラー タブ SFP+ モジュール

マイ ラー タブ SFP+ モジュールには、モジュールをポート から引き出すためのタブが付いてい
ます（図 5-4 を参照）。

図 5-4 マイラー タブ SFP+ モジュール
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  SFP+ モジュールの取り付けおよび取り外し
マイラー タブ SFP+ モジュールの取り付け

このタイプの SFP+ モジュールを取り付けるには、次の手順に従います。

ステップ  1 付属の取扱説明書に従って、静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップまたはアンクル ス ト ラ ップを装着
します。

ステップ  2 SFP+ モジュールをポート に合わせ、スラ イ ド させて定位置まで押し込みます。（図 5-5 を参照）。

図 5-5 マイラー タブ SFP+ モジュールの取り付け

（注） 各 SFP+ モジュールをしっかり と押し込むこ とによ り、SFP+ モジュールがラ インカードの割り
当てられたレセプタ クルに完全に装着および固定されている こ と を確認します。その際、SFP+ 
モジュールがレセプタ クル内に完全に装着されていなかった場合は、SFP+ モジュール底部の三
角形のピンがレセプタ クル内の穴にかみあったこ とを示すカチッ とい う音を確認できます。

マイラー タブ SFP+ モジュールの取り外し

このタイプの SFP+ モジュールを取り外すには、次の手順に従います。

ステップ  1 付属の取扱説明書に従って、静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップまたはアンクル ス ト ラ ップを装着
します。

ステップ  2 ポート からすべてのインターフェイス  ケーブルを外します。ラ インカードのどのポート にどの
ケーブルが接続されていたかを記録しておいて ください。

ステップ  3 タブ（つまみ）をゆっ く り とやや下方向に引いてポート から外した後、SFP+ モジュールを引き抜
きます（図 5-6 を参照）。
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  SFP+ モジュールの取り付けおよび取り外し
注意 タブを引いて SFP+ モジュールから取り外す際には、必ずまっすぐ外側に引き、SFP+ モジュール
をポート から平行方向に取り外します。タブをひねった り引っ張った り しないでください。タブ
が SFP+ モジュールから外れる可能性があ り ます。

図 5-6 マイラー タブ SFP+ モジュールの取り外し

ステップ  4 取り外した SFP+ モジュールは、静電気防止マッ ト の上に置くか、返却する場合は、取り外し後、
ただちに静電気防止袋に入れて ください。

ステップ  5 ラ インカードを保護するために、SFP+ モジュールが取り付けられていない光モジュール ケージ
内に、汚れていない SFP+ モジュール ケージ カバーを挿入します。

アクチュエータ  ボタン SFP+ モジュール

アクチュエータ  ボタン  SFP+ モジュールには、ポー ト からモジュールを取り外すための押しボ
タンが付いています（図 5-7 を参照）。

図 5-7 アクチュエータ  ボタン SFP+ モジュール 
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  SFP+ モジュールの取り付けおよび取り外し
アクチュエータ  ボタン SFP+ モジュールの取り付け

このタイプの SFP+ モジュールを取り付けるには、次の手順に従います。

ステップ  1 付属の取扱説明書に従って、静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップまたはアンクル ス ト ラ ップを装着
します。

ステップ  2 SFP+ モジュールをポート に合わせ、スラ イ ド させて、アクチュエータ  ボタンが所定の位置にカ
チッ と収まるまで押し込みます（図 5-8 を参照して ください）。SFP+モジュールを挿入する際に
はアクチュエータ  ボタンを押さないでください。誤ってポート から  SFP+ モジュールが外れる
可能性があ り ます。

図 5-8 アクチュエータ  ボタン SFP+ モジュールの取り付け

（注） 各 SFP+ モジュールをしっかり と押し込むこ とによ り、SFP+ モジュールがラ インカードの割り
当てられたレセプタ クルに完全に装着および固定されている こ と を確認します。その際、SFP+ 
モジュールがレセプタ クル内に完全に装着されていなかった場合は、SFP+ モジュール底部の三
角形のピンがレセプタ クル内の穴にかみあったこ とを示すカチッ とい う音を確認できます。

アクチュエータ  ボタン SFP+ モジュールの取り外し

このタイプの SFP+ モジュールを取り外すには、次の手順に従います。

ステップ  1 付属の取扱説明書に従って、静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップまたはアンクル ス ト ラ ップを装着
します。

ステップ  2 ポート からすべてのインターフェイス  ケーブルを外します。ラ インカードのどのポート にどの
ケーブルが接続されていたかを記録しておいて ください。

ステップ  3 SFP+ モジュールの前面にあるアクチュエータ  ボタンを、カチッ と音がするまでゆっ く り押し込
みます。これによ り、ラ ッチ メ カニズムが作動して、ポー ト から  SFP+ モジュールが外れます。
（図 5-9 を参照）。
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  SFP+ モジュールの取り付けおよび取り外し
図 5-9 アクチュエータ  ボタン SFP+ モジュールのポートからの取り外し

ステップ  4 アクチュエータ  ボタンを親指と人差し指でつまみ、SFP+ モジュールを慎重にポート から引き抜
きます。

ステップ  5 取り外した SFP+ モジュールは、静電気防止マッ ト の上に置くか、返却する場合は、取り外し後、
ただちに静電気防止袋に入れて ください。

ステップ  6 ラ インカードを保護するために、SFP+ モジュールが取り付けられていない光モジュール ケージ
内に、汚れていない SFP+ モジュール ケージ カバーを挿入します。

スライド  タブ SFP+ モジュール

スラ イ ド  タブ SFP+ モジュールの前面下側にタブ（つまみ）が付いています。ポー ト からモ
ジュールを取り外すと きには、このタブを使用します。（図 5-10 を参照）。
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  SFP+ モジュールの取り付けおよび取り外し
図 5-10 スライ ド  タブ SFP+ モジュール

スライド  タブ SFP+ モジュールの取り付け

このタイプの SFP+ モジュールを取り付けるには、次の手順に従います。

ステップ  1 付属の取扱説明書に従って、静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップまたはアンクル ス ト ラ ップを装着
します。

ステップ  2 ハード ウェア  ラベルを上にして  SFP+ モジュールを持ちます。

注意 モジュールやラ インカードの損傷を防ぐために、SFP+ モジュールはハード ウェア  ラベ
ルを上にして挿入する必要があ り ます。

ステップ  3 SFP+ モジュールを適切なスロ ッ ト に挿入し、スロ ッ ト にしっか り と収まるまで押し込みます
（図 5-11 を参照）。

図 5-11 スライ ド  タブ SFP+ モジュールの取り付け

（注） 各 SFP+ モジュールをしっかり と押し込むこ とによ り、SFP+ モジュールがラ インカードの割り
当てられたレセプタ クルに完全に装着および固定されている こ と を確認します。その際、SFP+ 
モジュールがレセプタ クル内に完全に装着されていなかった場合は、SFP+ モジュール底部の三
角形のピンがレセプタ クル内の穴にかみあったこ とを示すカチッ とい う音を確認できます。
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第 5 章      SFP+ モジュールおよび CPAK モジュールの取り付けと取り外し

  SFP+ モジュールの取り付けおよび取り外し
スライド  タブ SFP+ モジュールの取り外し

このタイプの SFP+ モジュールを取り外すには、次の手順に従います。

ステップ  1 付属の取扱説明書に従って、静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップまたはアンクル ス ト ラ ップを装着
します。

ステップ  2 ポート からすべてのインターフェイス  ケーブルを外します。ラ インカードのどのポート にどの
ケーブルが接続されていたかを記録しておいて ください。

ステップ  3 SFP+ モジュールを親指と人差し指でつまみます。

ステップ  4 SFP+ モジュールの最下部手前にあるスラ イ ド  タブを親指でラ インカードの方向に押して、ラ イ
ンカード  ポート からモジュールを取り外します（図 5-12 を参照）。

図 5-12 スライ ド  タブの取り外し  

ステップ  5 図 5-13 に示すよ うに、タブを押したまま、ポー ト から  SFP+ モジュールを慎重に引き抜きます。

注意 SFP+ モジュールを引き抜く前に、スラ イ ド  タブを押して  SFP+ モジュールを取り外す必要があ
り ます。タブを外さずに SFP+ モジュールを引っ張る と、SFP+ モジュールが損傷する可能性があ
り ます。
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  CPAK モジュールの取り付けおよび取り外し
図 5-13 スライ ド  タブ SFP+ モジュールの取り外し

ステップ  6 取り外した SFP+ モジュールは、静電気防止マッ ト の上に置くか、返却する場合は、取り外し後、
ただちに静電気防止袋に入れて ください。

ステップ  7 ラ インカードを保護するために、SFP+ モジュールが取り付けられていない光モジュール ケージ
内に、汚れていない SFP+ モジュール ケージ カバーを挿入します。

CPAK モジュールの取り付けおよび取り外し
CPAK ト ランシーバ モジュールは 1 ポー ト  100 ギガビッ ト  イーサネッ ト  EPA（EPA-1X100GE）に
差し込むホッ ト スワ ップ可能な入出力デバイスです。モジュールの電気インターフェイスには
合計 82 個のピン（上の列に 40 個、下の列に 42 個）があ り、光インターフェイスにはデュプレッ ク
ス  SC または 24 ファ イバ MPO コネク タがあ り ます。

次のタイプの CPAK モジュールまたはアダプタがサポート されます。

• CPAK 100GBASE-SR10（CPAK-100G-SR10）

MPO/MTP コネク タで終端された 24 ファ イバ リ ボン  ケーブルを経由で 100 Gbps の リ ンク
を実現します。レーザーに最適化された OM3 と  OM4 マルチファ イバ ケーブルでは、それぞ
れ、100 m と  150 m の リ ンク長をサポー ト します。OTN 速度もサポート されます。

（注） EPA-CPAK-2x40GE は CPAK-100G-SR10 および CAB-MPO24-2XMPO12（ブレークア
ウ ト  ケーブル）のみをサポート します。

• CPAK 100GBASE-LR4（CPAK-100G-LR4）

SC コネク タで終端された標準シングル モード  ファ イバ（SMF、G.652）を経由で 100 Gbps の
光リ ンクをサポート します。公称電力消費は 5.5W 未満です。

LR4 モジュールは、IEEE 802.3ba 準拠で、標準 SMF、G.652 経由で最大 10 km の リ ンク長をサ
ポート します。LAN モードでレーンあた り  25 Gbps（公称）で動作する波長分割多重（WDM）
の 4 波長を使用して 100 Gbps の集約データ信号を伝送します。OTU4 速度もサポート されま
す。4 波長の光多重化と逆多重化はモジュール内で管理されます。
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  CPAK モジュールの取り付けおよび取り外し
図 5-14 100 ギガビッ ト  イーサネッ ト  CPAK ト ランシーバ モジュール 

CPAK モジュールの取り付け

注意 CPAK モジュールは、静電気の影響を受けやすいデバイスです。CPAK ト ランシーバを取り扱っ
た り、システム  モジュールに触れた りする場合は、必ず静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップなどの
個人用接地器具を使用して ください。

CPAK ト ランシーバを取り付ける手順は、次のとおりです。

ステップ  1 静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを自分自身とシャーシまたはラ ッ クの適切な接地点に取り付け
ます。

ステップ  2 CPAK ト ランシーバを保護パッケージから取り出します。

（注） この手順内で指示されるまで、光ファ イバ ケーブル用の穴からダス ト  プラグを外さない
でください。

ステップ  3 CPAK ト ランシーバ本体に貼付されている ラベルを見て、ネッ ト ワークに適合するモデルである
こ と を確認します。

ステップ  4 光ボア  ダス ト  プラグを取り外し、脇に置きます。

ステップ  5 CPAK モジュールをモジュールのソケッ ト開口部の前に合わせ、モジュールがソケッ ト の電気コ
ネク タに接触するまで CPAK モジュールをソケッ ト に慎重にスラ イ ド させて挿入します。

ステップ  6 モジュール ソケッ ト にモジュールが完全に装着されるまで、親指で CPAK モジュールの前面を
しっか り と押し込みます。

注意 完全にラ ッチされていない場合、CPAK ト ランシーバまたはアダプタ  モジュールが突然外れる
可能性があ り ます。

ステップ  7 ネッ ト ワーク  インターフェイス  ケーブルを接続する準備が整う まで CPAK ト ランシーバまた
はアダプタ  モジュールの光ボアにダス ト  プラグを再度取り付けます。ダス ト  プラグは、ネッ ト
ワーク  インターフェイス  ケーブルを取り付ける準備ができるまで外さないでください。
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  CPAK モジュールの取り付けおよび取り外し
光ネッ トワーク  ケーブルの接続

ダス ト  プラグを取り外して光接続を確立する前に、次の注意事項に留意して ください。

• 接続の準備ができるまで、未接続の光ファ イバ ケーブル コネク タおよび ト ランシーバの光
ファ イバ ケーブル用の穴には常に保護用ダス ト  プラグを付けておきます。

• 接続の直前に、MPO コネク タの終端を点検および清掃して ください光ファ イバの点検と清
掃については、「光デバイスの清掃」セクシ ョ ン（5-14 ページ）を参照して ください。

• 光ファ イバ ケーブルを抜き差しする と きは、MPO コネク タ  ハウジングだけをつかんでくだ
さい。

（注） CPAK-100G-SR10 モジュールの場合、Multiple-Fiber Push-on（MPO）コネク タは、Physical 
Contact（PC）研磨面タイプまたは Ultra-Physical Contact（UPC）研磨面タイプのいずれかの
ネッ ト ワーク  インターフェイス  ケーブルを使用します。

ステップ  1 光ネッ ト ワーク  インターフェイス  ケーブルのコネク タからダス ト  プラグを取り外します。ダス
ト  プラグは将来の使用に備えて保管しておいて ください。

ステップ  2 コネク タの光ファ イバ端面を点検および清掃します。

ヒン ト 光ファ イバ接続の点検および清掃の詳細については、「光デバイスの清掃」セクシ ョ ン
（5-14 ページ）を参照して ください。

ステップ  3 CPAK ト ランシーバ モジュールの光ボアからダス ト  プラグを取り外します。

ステップ  4 ただちに、CPAK モジュールにネッ ト ワーク  インターフェイス  ケーブルのコネク タを取り付け
ます。

CPAK ト ランシーバ モジュールの取り外し

注意 CPAK ト ランシーバ モジュールは、静電気の影響を受けやすい装置です。CPAK ト ランシーバを
取り扱う と き、またはモジュールに触る と きには、必ず静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップなどの個
人用接地器具を使用して ください。

CPAK ト ランシーバを取り外す手順は、次のとおりです。

ステップ  1 CPAK ト ランシーバ コネク タからネッ ト ワーク  インターフェイス  ケーブルを外します。

ステップ  2 ただちに、モジュールの光ボアにダス ト  プラグを取り付けます。

ステップ  3 タブを持ってまっすぐにゆっ く り引き、モジュールをソケッ ト から外します。

ステップ  4 モジュールをスラ イ ド させてソケッ ト から取り出します。

ステップ  5 CPAK モジュールを静電気防止袋に入れます。
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  光デバイスのメンテナンス
光デバイスのメンテナンス
ファ イバの接続部分が汚れている と、コンポーネン ト の障害またはシステム全体の障害につな
がる可能性があ り ます。コアが微粒子によって部分的または全体的に覆われる と、強い後方反射
が生じ、レーザー システムを不安定にさせる場合があ り ます。光ファ イバ接続を行う前に、検査、
ク リーニング、および再検査を実行する こ とが重要です。

光デバイスの清掃

光デバイスの清掃については、『Inspection and Cleaning Procedures for Fiber-Optic Connections』お
よび『Compressed Air Cleaning Issues for Fiber-Optic Connections』を参照して ください。
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C H A P T E R 6

ト ラブルシューティング 

この章では、Cisco ASR 1000 シ リーズ アグ リ ゲーシ ョ ン  サービス  ルータへの Cisco ASR 1000 シ
リーズ モジュラ  インターフェイス  プロセッサの取り付けに関する ト ラブルシューテ ィ ングに
ついて説明します。この章の内容は、次のとおりです。

• 取り付けの問題の ト ラブルシューテ ィ ング（6-1 ページ）

• debug コマン ドの使用（6-3 ページ）

• 配送用の Cisco ASR 1000 シ リーズ モジュラ  インターフェイス  プロセッサの梱包（6-4 ページ）

取り付けの問題のト ラブルシューティング
こ こでは、Cisco ASR 1000 シ リーズ モジュラ  インターフェイス  プロセッサの取り付けに関する
ト ラブルシューテ ィ ング情報を提供します。以下の ト ラブルシューテ ィ ングの症状ごとに、考え
られる原因、状況の説明と コ メ ン ト 、およびソ リ ューシ ョ ンをま とめます。

• Cisco ASR 1000 シ リーズ モジュラ  インターフェイス  プロセッサがオンとオフを繰り返す

• Cisco ASR 1000 シ リーズ モジュラ  インターフェイス  プロセッサが非アクテ ィブ化する

Cisco ASR 1000 シリーズ モジュラ  インターフ ェイス プロセッサがオンとオフを繰り返す

考えられる原因 状況の説明とコ メン ト 対処方法

Cisco ASR 1000 シ リーズ 
モジュ ラ  インターフェイ
ス  プロセッサが起動中で
す。これは正常な動作です。

Cisco ASR 1000 シ リーズ モ
ジュ ラ  インターフェイス  プロ
セッサのステータス  LED がグ
リーン、オレンジ、消灯を繰り
返します。

ブー ト  プロセスが完了してステータス  LED が点灯し
たままになるまで、150 秒待って ください。
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  取り付けの問題のト ラブルシューテ ィング
Cisco ASR 1000 シ リーズ 
モジュ ラ  インターフェイ
ス  プロセッサがブート
アップ段階から先に進みま
せん。

Cisco ASR 1000 シ リーズ モ
ジュ ラ  インターフェイス  プロ
セッサのステータス  LED がグ
リーン、オレンジ、消灯を何度
も繰り返します。

表示されるエラー メ ッセージに対し、推奨される対処
方法を実行して ください。

Cisco ASR 1000 シ リーズ 
モジュ ラ  インターフェイ
ス  プロセッサが最新では
あ り ません。

Cisco ASR 1000 シ リーズ モ
ジュ ラ  インターフェイス  プロ
セッサの初期化中に、フ ィー
ルド  プログラマブル ゲート  
アレイ（FPGA）を更新する必
要があるかど うかが自動的に
検出されます。

システム  プロンプ ト に従い、FPGA イ メージを更新し
ます。

フ ィールド  プログラマブル機器（FPD）の問題のため
に Cisco ASR 1000 シ リーズ モジュラ  インターフェイ
ス  プロセッサがオン /オフを繰り返す場合、最も考えら
れる原因は、FPD の障害または FPD パッケージ ファ イ
ルが存在しないこ とです。

Cisco ASR 1000 シリーズ モジュラ  インターフ ェイス プロセッサが非アクテ ィブ化する

考えられる原因 状況の説明とコ メン ト 対処方法

Cisco ASR 1000 シ リーズ 
モジュ ラ  インターフェイ
ス  プロセッサがシャーシ 
スロ ッ ト にしっか り固定さ
れていません。

show diag slot コマン ドの出力
を確認します。

ステータス  LED が消灯してい
ます。

手順は次のとおりです。

1. スロ ッ ト から  Cisco ASR 1000 シ リーズ モジュラ  
インターフェイス  プロセッサを取り外します。

2. Cisco ASR 1000 シ リーズ モジュラ  インターフェ
イス  プロセッサを点検します。ピンや部品が曲
がっていないこ と、正常な接続を妨げるよ う なも
のが存在しないこ とを確認します。

3. Cisco ASR 1000 シ リーズ モジュラ  インターフェイ
ス  プロセッサをシャーシ スロ ッ トに挿入します。

Cisco ASR 1000 シ リーズ 
モジュ ラ  インターフェイ
ス  プロセッサが、ハード
ウェア  プログラム可能な
最小リ ビジ ョ ン  レベルで
はあ り ません。

Cisco ASR 1000 シ リーズ モ
ジュ ラ  インターフェイス  プロ
セッサが最小 FPGA リ ビジ ョ
ン  レベルでないこ とを示すエ
ラー メ ッセージ。

show hw-module subslot fpd コ
マン ドの出力を確認します。

show diag slot コマン ドの出力
を確認します。

ステータス  LED が消灯してい
ます。

FPD アップグレード  プロセスを実行し、FPGA を更新
します。

Cisco ASR 1000 シリーズ モジュラ  インターフ ェイス プロセッサがオンとオフを繰り返す

考えられる原因 状況の説明とコ メン ト 対処方法
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  debug コマンドの使用
ラインカードの状態のト ラブルシューティング

debug コマンドの使用
debug hw-module subslot コマン ドは、シスコのテクニカルサポー ト担当者が使用するためのも
のです。

注意 デバッグ出力は CPU プロセスで高プラ イオ リ テ ィが割り当てられているため、デバッグ出力を
行う とシステムが使用できな くなる こ とがあ り ます。したがって、debug コマン ドを使用するの
は、特定の問題の ト ラブルシューテ ィ ング時、またはシスコのテクニカル サポート担当者と と も
に ト ラブルシューテ ィ ングを行う場合に限定して ください。さ らに、debug コマン ドは、ネッ ト
ワーク  ト ラフ ィ ッ クが少な く、ユーザも少ないと きに使用する こ と を推奨します。デバッギング
をこのよ う な時間帯に行う と、debug コマン ド処理のオーバーヘッ ドの増加によ り システムの使
用に影響が及ぶ可能性が少な くな り ます。

Cisco ASR 1000 シ リーズ ルータのエラー メ ッセージ（Cisco ASR 1000 シ リーズ モジュ ラ  イン
ターフェイス  プロセッサに関連したメ ッセージを含む）でサポート されるその他の debug コマ
ン ドについては、次のマニュアルを参照して ください。

• 『Cisco IOS Release 12.2 SR Command References』

• 『Cisco ASR 1000 Series Modular Ethernet Line Card Software Configuration Guide』

表 6-1 ラインカードの状態のト ラブルシューテ ィング

問題 所見

ラ インカードの状態に関する さま
ざまな問題。

• ラ インカードの前面パネルの LED がグ リーンで
ある場合、そのラインカードが起動して Cisco IOS 
で実行中である こ とを示します。

• show platform コマン ドによ り、ラ インカード  ス
ロ ッ ト のステータスが ok と表示されます。

• show hw-module subslot x/y oir [internal] コマン
ドによ り 、EPA 動作ステータスが ok と表示され
ます。

• show running-config コマン ドは、ラ インカードの
インターフェイスを表示します。

• show ip interface brief コマン ドは、ラ インカード
の設定対象インターフェイスを表示します（設定
の準備ができている場合）。
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  配送用の Cisco ASR 1000 シリーズ モジュラ  インターフェイス プロセッサの梱包
配送用の Cisco ASR 1000 シリーズ モジュラ  インターフェ
イス プロセッサの梱包

こ こでは、発送用に Cisco ASR 1000 シ リーズ モジュ ラ  インターフェイス  プロセッサを梱包する
ための手順を段階的に示します。手順を実行する前に、出荷時にシスコから提供された以下の梱
包材を用意しておく必要があ り ます。

• 静電気防止用袋

• 内箱（小）

• 外箱（大）

• 発泡スチロールの梱包用緩衝材× 2

注意 シスコのオ リ ジナルの梱包材を、すべての Cisco ASR 1000 ネイテ ィブ ラ インカードの発送に使
用する必要があ り ます。シスコの梱包材を適切に使用しないと、製品の損傷や紛失を招くおそれ
があ り ます。

注意 作業中は、カードの静電破壊を防ぐため、必ず静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを着用して くだ
さい。手や金属工具でバッ クプレーンに直接触れないよ う にして ください。感電の危険性があ り
ます。

（注） 以降の手順では、このガイ ドに記載されている手順に従ってルータから  Cisco ASR 1000 シ リー
ズ モジュラ  インターフェイス  プロセッサがすでに取り外されている こ と を前提と します。

発送用に Cisco ASR 1000 シ リーズ モジュ ラ  インターフェイス  プロセッサを梱包するには、次の
手順を実行します。

ステップ  1 Cisco ASR 1000 シ リーズ モジュラ  インターフェイス  プロセッサを静電気防止用袋に入れます。

ステップ  2 袋に入れた Cisco ASR 1000 シ リーズ モジュラ  インターフェイス  プロセッサを小型の内箱に入
れます。底部のマザーボードのへりが梱包材の切り出し部分で固定されるよ うに Cisco ASR 
1000 シ リーズ モジュラ  インターフェイス  プロセッサの位置を必ず調整して ください。

ステップ  3 内箱のふたを閉じ、両側をテープで固定します。

ステップ  4 Cisco ASR 1000 シ リーズ モジュラ  インターフェイス  プロセッサを収納してふたを固定した内
箱を、2 つの発泡スチロールの緩衝材で固定します。緩衝材は一方向にのみ正し くはめ込むこ と
ができます。

ステップ  5 ふたをした内箱を、緩衝材で固定した状態で大きい外箱内に収めます。輸送用に、外箱のふたも
テープで固定します。
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